






開発の際に
敷かれた道路

音楽スタジオ

尾根の道

舞台
見る・見られるの関係

Project 5 裏側の音楽広場 
開発の際に敷かれた車のための直線的な道路と、自然的な尾根の道に面していることで街区が大
きくなり、住宅が密集している裏側が駐車場となっている敷地である。
ここを「私たちの場所」にするため、音楽室と舞台からなる音楽広場を計画する。
まちと分断されている住宅で楽器を鳴らそうとしても、どこからかわからない騒音として迷惑に
なってしまうが、各住宅から見ることのできる広場では演奏者の顔を見ることができる。
イベント時には住宅から舞台を見ることもできる。

袋小路の見晴らし場

路地奥の作業場

Program3.4 断面図 

このエリアは中白根住宅街の中でも急な斜面地を造成し住宅街となったエリアである。なので、10m近く登る階段があったり、3m以上の擁壁があったり、道も
直線ではなくロの字になっている。しかし、周りの住宅は同じ道を共有しているにもかかわらず、段差で分断され、生活が外に出にくい状況である。また、住宅
一軒一軒には十分な屋外空間がなく、屋外作業をしようと思っても場所がない。

そこで路地の奥の敷地に作業場となる「私たちの場所」を計画する。内部には工具などが置かれ、屋外でDIYや自転車の修理など、時には向かいの擁壁の中のガ
レージまでも作業場にすることができる。通過する車がないことは安全な屋外活動に繋がる。

さらに斜面地を登ると、丘の尾根に当たる部分にたどり着く。そこでは袋小路が作られ、その先の駐車場からは見晴らしの良い景色が体験できる。この袋小路に
住んでいる住人だけでなく、街を歩く多くの人に自分の街が一望できる特別な場所を体験できるように、見晴らし場としてウッドデッキとパーゴラをつくる。
「道の先が景色が良い」という場所から「景色の良い場所」として名付けることで、袋小路の住民以外にも認識される「私たちの場所」となる。

車の利用がなくなれば、
ガレージまでも一体的に使える

通過交通がなく屋外で作業
していても安全である。

倉庫

擁壁の中の作業場

Project 3 路地奥の作業場
Project 4 袋小路の見晴らし場　　

Comments from Classmates
あんまり途中経過は分からないんだけど、一人の力でしっかりと完成させたところがすごいと思う。提案としてはあれで良かったのか疑問につく部分
もあるんだけど、今自分が住んでいる環境とその状況に疑問をもっているってところはこれからも変わらないと思うので、もっと深めていけると思う。

永長穂高

ようがにとっての身近なテーマを取り上げて、なおかつ主観だけでなく、客観的な良さも含めて提案に持っていっているのは良い点だと思った。スプ
ロールの先端の場所性としてバス停を取り上げ、そこを変えていくことで街が良くなっていくというのもツボをついている気がする。建築のデザイン
が箱に単に機能を押し込めているだけになっているので、もう少し深めていくとさらに良い提案になったのではないか。

馬場一輝


